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１．はじめに	

次期学習指導要領編成に向けて，知識とし

て「何を教えるか」だけではなく，学習方法

として「どのように学ぶか」も併せて検討す

るよう諮問された[1]。特に学習方法について

は，「アクティブ・ラーニング」のための指導

方法の充実が求められている。既に中央教育

審議会教育課程企画特別部会の論点整理[2]に

おいて，次期学習指導要領編成に向けての方

向性が打ち出されている。	

中学校技術科においては，これまでに既に

多くの時間を実習に費やしており，アクティ

ブ・ラーニングを実践していると考えられる。

また，高校情報科においても，これまでにさ

まざまなアクティブ・ラーニングが実践され

ている。	

次期学習指導要領実施に向けて，教育課程

企画特別部会の論点整理[2]が行われたが，そ

の中で求められているアクティブ・ラーニン

グの要件を整理し，中学校技術科や高校情報

科の学習がより効果的な学習となるような検

討および一例となる授業実践を紹介したい。	

 
２．情報教育の目標と育成すべき資質・

能力	

2.1	情報教育の目標と育成すべき資質・

能力の関係	

次期学習指導要領編成に向けて，育成すべ

き資質・能力が整理されている[3]。教科の目

標・内容と育成すべき資質・能力との関係に

ついて，「教科を横断する，認知的・社会的・

情意的な汎用的なスキル等に関わるもの」，

「教科等の本質に関わるもの」，「教科等の固

有の知識・個別スキルに関わるもの」の3点

として整理されている。これを受けて，教育	

	

図1	 ３つの柱と情報活用能力の関係	

	

課程企画特別部会の論点整理[2]では，育成す

べき資質・能力の3つの柱（以下3つの柱）

の観点により学ぶ方法としてのアクティブ・

ラーニングの議論がなされている。	

3つの柱は，「何を知っているか，何ができ

るか」，「知っていること・できることをどう

使うか」，「どのように社会・世界と関わり，

よりよい人生を送るか」を要素としている。	

高校情報科との関係については，図1のよ

うに「何を知っているか，何ができるか」に

ついては「情報や情報技術に関する科学的な

理解，情報技術や情報機器を用いて問題を発

見し解決する知識と技能」と，「知っているこ

と・できることをどう使うか」については「情

報に関する科学的な見方や考え方を身に付け，

情報技術を効果的に活用して問題を発見し解

決する力」と，「どのように社会・世界と関わ

り，よりよい人生を送るか」については「情

報社会に主体的に参画し，その発展に寄与す

る態度など」と対応付けられている。これら

の関係は，それぞれ「情報の科学的な理解」，

「情報活用の実践力」，「情報社会に参画する

態度」と概ね対応していると考えられる。	

2.2	高校情報科における検討	

これまで情報教育の目標は，高校情報科の

各科目と3観点のバランスについて議論され

てきたが，次期学習指導要領では「情報の科



 

 

学的な理解」を「情報活用の実践力」として

活用し，「情報活用の実践力」を育成すること

につなげていくという相互の関係として捉え

直すものと考えられる。	

現行の学習指導要領において，「社会と情報」

を設置している高校では「情報社会に参画す

る態度」の裏付けとして「情報の科学的な理

解」を持たせるような活動をし，「情報の科学」

を設置している高校では「情報の科学的な理

解」をもとに思考する活動を通して「情報社

会に参画する態度」を養うことにより，3 つ

の柱を満たす学習活動に改善できると考えて

いる。	

2.3	中学校技術科における検討	

中学校技術科においては，「情報通信ネット

ワークと情報モラル」，「ディジタル作品の設

計・制作」，「プログラムによる計測・制御」

の 3 項目が指導項目として構成されている[4]。	

アクティブ・ラーニングを実践する場面と

して次の3点について考えている。	

情報の科学的な理解に基づく「情報通信ネ

ットワーク」，「プログラムによる計測・制御」

は，知っていること・できることをどう使う

かをもとにどのように社会・世界と関わるか

ということにつなげて，知識・理解・技能を

思考・判断・表現により活用する場面でアク

ティブ・ラーニングを行うことができるので

はないかと考えている。	

「情報モラル」のような情報社会に参画す

る態度の内容では，その根拠となる「情報の

科学的な理解」を持たせる活動が考えられる。	

「ディジタル作品の設計・制作」では，単

に作品を設計・制作させるだけではなく，デ

ィジタル化の特徴を背景として考えさせ，制

作した作品が社会の中でどのように活用でき

るかを考えさせることにより，3 つの柱を満

たせるのではないかと考える。	

これまでに述べた3点の活動はまったく新

しい活動ではなく，現行の学習指導要領解説

において「技術にかかわる倫理観や新しい発

想を生み出し活用しようとする態度が育成さ

れるようにするものとする」と内容の取り扱

いで指摘されている。この扱いに，情報の科

学的な理解を加えて授業を設計すると，論点

整理で求められている3つの柱の育成が可能

となると考えている。	

	

３．アクティブ・ラーニングのモデル	

現行の学習指導要領では言語活動の充実が

求められ，その高校情報科における議論での

要件は「情報科の学習活動を行うこと」，「言

語活動を行うこと」，「評価活動を行うこと」，

「場面に応じてICTを有効に活用すること」

の 4 点に整理されている[5]。アクティブ・ラ

ーニングは言語活動よりも活動の幅が広がっ

たものとして捉えると，高校情報科において

アクティブ・ラーニングを行う際の概念モデ

ルは図2として整理することができる。中学

校技術科では，「情報科の学習活動」を「技術

科の学習活動」と変えることにより，中学校

技術科の学習で必要な活動が整理できる。	

活動主義にならず効果的にアクティブ・ラ

ーニングの実践を行うためには，「技術科の学

習活動」，「評価活動」との連携を図りながら

「アクティブ・ラーニング」を実践していく

必要がある。	

	

図2	 情報科におけるｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ概念ﾓﾃﾞﾙ	

	

４．教科固有の学習	

4.1	高校情報科について	

次期学習指導要領における学習内容につい

ての検討は，教育課程部会情報ワーキンググ

ループにおいて議論は進んでいるが,現状で



 

 

は資料の公開が進んでいない。そのため,高校

情報科の固有の学習を考える根拠として現在

参考になるものは日本学術会議で策定が進め

られている情報学分野の参照基準[6]や科学技

術の智プロジェクト情報学専門部会報告書[7]

などがあり，それらを基に議論したい。	

特に情報学専門部会報告書で整理された情

報科学技術ロールケーキ（図３）に示すよう

にコンピュータの特性である「ディジタル化」

と「計算化」については，コンピュータで情

報を扱う際にコアとなる原理であり，2 つの

文献で重なっている。これらに，情報を扱う

人間の理解や情報一般の原理を加えて構成さ

れると，情報や情報技術に関しての概要を理

解できるのではないかと考えている。	

 
図3	 情報科学技術ロールケーキ	

	

4.2	中学校技術科について	

中学校の技術科は，単に高校情報科の前段

階ではなく，発達段階を踏まえて中学校卒業

までに身に着けるべき資質・能力を育成する

一端を担っている。	

次期学習指導要領編成に向けて，技術・家

庭（技術分野）に関する現状について[2]およ

び技術・家庭科（技術分野）における教育の

イメージ	[8]が整理されている。これらを表 1

および表2に示す。特に，現状では学習の課

題として知識が活用できないことが挙げられ

ていたり，初等中等教育段階からプログラミ

ング教育の実践を行うことが求められていた

りすることなどが内容の変化に影響を与える

と予想される。	

単に知識・理解や技能だけを求めるのでは

なく，知識の活用が求められ，さらには社会

や環境との関わりについて考えたり，倫理観

を育成したりすることにおいてアクティブ・

ラーニングの効果が期待される。	

	

表1	 技術・家庭（技術分野）に関する現状について	

生徒の現状および生徒を取り巻く社会の変化	

	 ①	 技術と社会や環境とのかかわりの理解

に課題	

	 ②	 プログラミングや情報セキュリティ等

の情報活用能力に課題	

	 ③	 高度な技術製品の普及が進んでいる	

	 ④	 科学・技術イノベーションや持続可能

な発展を担う人材の育成という観点か

らの技術教育の必要性	

表2	 技術・家庭（技術分野）における教育のｲﾒｰｼﾞ	

○	 材料，加工，エネルギー変換，生物育成

及び情報に関する技術についての基礎的・基

本的な知識と技能を習得させ，技術と社会や

環境との関わりについて理解を深める。	

○	 よりよい社会の構築に向けて，技術分野

における見方や考え方を踏まえて，技術を創

造できる力を育成する。	

○	 安心・安全な生活の実現に向けて，技術

分野における見方や考え方を踏まえて，技術

を評価・活用できる力を育成する。	

○	 技術について関心をもたせ，安心・安全

な生活を実現し，よりよい社会を構築するた

めに，技術を適切に評価・活用，創造してい

こうとする態度を育成する。	

○	 社会における問題について，技術を評

価・活用，創造して解決する活動を充実する。	

○	 技術革新及びそれを担う職業への関心を

高め，生産などの経済的主体等として求めら

れる力，安全な社会づくりに必要な資質・能

力，情報活用能力，知的財産を創造・保護・

活用する態度，技術に関する倫理観等の育成

に努める。	

	



 

 

５．高校情報科における実践事例	

	 高校情報科におけるアクティブ・ラーニン

グの授業実践事例として，筆者が行った「モ

デル化とシミュレーションを活用する授業」

の紹介をする[9]。	

	 はじめに，情報の科学的な理解として「モ

デル化とシミュレーション」の理解と技能の

習得を目標に「線形計画法のシミュレーショ

ン」，「時間変化による数量変化のシミュレー

ション」，「ランダムウォークのシミュレーシ

ョン」，「待ち行列のシミュレーション」など

を一斉授業で指導した。この場面はアクティ

ブ・ラーニングにはなっていない。	

	 これらの情報科固有の知識や技能を活用で

きるよう，「数量的な検証が必要なテーマにつ

いてシミュレーションによる問題解決を行い，

一連の問題解決について発表しなさい」とい

うテーマでグループによる問題解決型学習を

行った。モデル化とシミュレーションの知

識・技能という情報の科学的な理解を活用し

て，社会における問題を解決することにより，

社会に参画する態度を養うアクティブ・ラー

ニングとなっており，3 つの柱に沿った学習

となっている。	

	 また，評価としてルーブリックを事前に配

布し，学習状況を自己評価できるようにし，

活動の途中において生徒との対話にことによ

り活動の状況を評価し指導に活かす評価活動

を行った。これにより，情報科の学習活動と

評価する活動と組み合わせたアクティブ・ラ

ーニングの実践となっている。	

 
６．おわりに	

次期学習指導要領で求められているアクテ

ィブ・ラーニングについて，高校情報科にお

ける議論と関連付けて中学校技術科の情報に

関する技術での展開について検討を行った。	

中学校技術科は実習科目としての位置付け

をなされ受験には関係ないと扱われることが

多いが，育成すべき資質・能力の観点から捉

え直すと，実習を通して学習の方法を身に着

けるには効果的な教科であることが見えてく

る。今回は論点整理で示された3つの柱をも

とに議論を行ったが，さらなる議論とその効

果の検証を期待したい。	
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